A Research on the Present Conditions of Vocational Education and Career Guidance of the School for the Blind in Japan (2) by 平田 勝政 & 久松 寅幸












重複化 ･多様化の実態等があり,それ らが,盲学校における進路問題への取 り組みを一層
困難なものとしている｡




等部だけでなく幼 ･小 ･中学部を含む盲重複障害児の詳細な実態とそこでの職業能力開発 ･
進路保障に関する取 り組みの調査が必要であることを明 らかにした｡
そこで,本研究は,全国盲学校における重複障害学級在籍児の障害の実態 とともに,職
業能力開発 ･進路保障の系統的取 り組みの現状について調査 し,その分析を通 して,進路
問題に関する課題解決のための手がかりを得ようとするものである｡
Ⅱ.研究の方法
全国の盲学校70校を調査対象 とし,郵送によるアンケー ト調査を実施 (2005年 2月) し
た｡調査期間は,2005(平成17)年 2月 1日～2月25日で､回収率は,88.6% (70校中62
校)である｡ 調査内容は,下記のとおりである｡
(1) 重複障害幼児 ･児童 ･生徒数等について
















中学部44.1%,高等部本科 (以下 ｢高等部｣という)25.3%である｡ したがって,全国の





















高ともに,概ね4割 (小40.6% ･中42.9% ･高37.0%)である (表 2-4)0
(3) 重複障害学級在籍児の職業能力開発 ･進路保障について
(1)｢生活単元学習｣｢作業学習｣等での学習内容の習得に際して特に重視 している事項
回答校59校において特に重視 している内容 (複数回答)については,｢集中力 ･持続力
の育成｣の回答校が49校 (83.1%)と最も多く,次いで ｢手指の巧徴性の向上｣(42校 :
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表1 全国盲学校における重複辞書学級在籍者数の全在籍者数に対する割合
総数(人) 王様児赦(人) 割合(%)
幼稚部 200 89 44.5
小学都 575 295 51.3
中学部 406 179 44_1
高等部本科 789 200 25.3
2000ー51 ー970
三●




全面的に援助が必要 部分的に援助が必要 自立している i+
食事 (人) 4 4 1 89% 9, 9. .2 10
排池 (人) 50 38 3 ■89鶴 6.2 40.4 .4 10
衣服の着脱 (人) 48 40 I 89鶴 53一9 .9 1.2 10
校内での移動(人)47 38 4 89鶴52.8 42.7 一5 10
全面的に撲助が必軍 部分的に捷助が必羊 自立している 計
食事 (人) 81 171 43 295
(鶴) 27.5 57.9 14.6 100
捷准 (人) 91 149 55 295
(%) 30.8 50.5 18.7 100
衣服の着脱 (人) 75 17 2 48 295
(%) 25.4 58.3 16.3 100
内 (人) 83 159 53 295
全面的に接肋が必要 部分的に援助が必要 自立している 計
食事 (人) 30 76 73 179
(%) 16.7 42.5 40.8 100
捷渡 (人) 33 64 82 179
(%) 18.4 35.8 45.8 100
衣服の着脱 (人) 29 76 74 179
(鶴) ー6.2 42.5 41.3 100
校内での移動 (人) 34 64 81 179
全面的に援助が必要 部分的に操助が必要 自立している 計
食事 (人) 25 82 93 200
(鶴) ー2.5 4ー 46.5 100
排池 (人) 27 68 105 200
(鶴) 13.5 34 52.5 100
衣服の着脱 (人) 29 66 105 200
(鶴) ー4.5 33 52.5 100
校内での移動 (人) 30 58 112 20
表2-1全国盲学校における重複陣害学級在籍者の視覚に合併する陣書の種別
知的 肢体 **.聴X.什搾視覚に二つ以上の 昔十
叶書 不自由身件血弱音五着経書陣書経書を合併する者
幼稚称 (人)32 6 0 3 2 46 89帆 6 .7 .4 . 5一.7 10
小学部(人)ー70 10 4 1 6 104 295%)57.6 3.4 1_4 0.3 2 35.3 一o
中平琳 (人)127 3 4 4 2 39 179% 70.9 I.7 2. 2. 1. 2一.8 10
高等部本科 (人)+l一8 5 1 2 3 41 20%74 2_ 0【5 1 I,5 20.5 一o
合計 (人)47 24 9 ー0 ー3 230 783% 62.5 3.1 1.2 1.3 1.7 .2 10
表2-3 全国盲学校における重複陣害学級在籍者のコミュニケーシ ョンの状況
(幼稚部)
できる 少しできる できな い 計
金持 (人) 7 柑 64 89
(鶴 ) 7.9 20.2 71.9 100
24.7 34.8 40,5 100
点字の扶み書き (人) 1 0 88 89
(% ) 1,2 0 98,8 100
墨字の挑み轟き 亘 ) 0 ･3 86 89
で きる 少しできる できな い 計
会結 (人) 1日 78 106 295
(鶴) 37.6 26.5 35.9 100
意志の疎通 く人) 135 ･118 42 i95
(%) 45.8 40 14.2 100
点字の挑み書き (人) 15 25 255 29.5
(鶴) 5.ー 8.5 86.4 100
墨字の焼み書き (人) ー8 26 251 295
できる 少しできる できない 書†
A括 (人) 99 41 39 179
jE (鶴) 55.3 22.9 21.8 100
意志の疎通 (人) 11■ 47 18. 179
(鶴) 63.7 26.2 10.1 100
点字の挑み書 き (人) 20 24 135 179
(%) ll.2 13.4 75.4 100
できる 少しできる できない 計
金持 (A) 130 40 30 全bO
(%) 65 20 15 100
意志の疎通 (人) ー46 37 ･ー7 200.
(%) 73 18.5 8.5 100
点字の沈み書き (人) 2ナ 28 145 ･200




安定している 時 不々安定がみられる不安定が穎著である 葺十
幼稚部 (人) 33 41 15 89
(鶴 ) 37.1 46.1 16.8 一oo
小学部 (人) 174 ー04 ー5 293
(鶴) 59ー4 35.5 5.I 100
中学部 (人) 100 64 ll 175
(鶴) 57.1 36.6 6.3 100


















意見 学校 (数) 割合 (%)
現場実習の充実 12 26.1





























幼稚部 271 68 25.1
小学部 668 327 49
中学部 497 192 38.6
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71.2%,｢協調性の育成｣(37校,62.7%)の順である (表 3-1)｡ しかし,｢障害の状況

























































まず,会話 ･意思の疎通 (筆談など会話以外の方法も含む)が ｢できる｣｢少しできる｣
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表5 全国盲学校における重複陣害児童 ･生徒数 (重複児童 ･生徒数の全児童 ･
生徒数に対する割合)の推移
年度 6-12(鹿) 13-15(歳) 15-18(読)
1980 30.0% 20.5% 12▲2%
1985 35.1% 28.3% 19.1%
1990 44.0% 35.3% 25.1%
1995 49.5% 42.8% 29,9%







＼ 知的Ft書 肢体不自由 Aft.*休JLq 聴覚.音溝FI書 什事一叶書 視覚にこっ以上の杜書を合併する看
幼稚部 36 67 0 3.4 2.2 ･51.7
小学瀬 57.6 3.4 1.4 0.3 2 35.3
中学部 70.9 一.7 2.2 2.2 1.2 2一.8
高書都本科 74 2.5 0.5 1 1.5 20.5

























年産 点字 雷遺文字 両用 文字持中田難
1980 33.7 23.4 1.9 40.9
1985 29.9 27.2 2.3 40.7
1990 27.6 33.2 2.1 37.1

















の育成｣が 8割以上と最も多く,次いで ｢手指の巧撤性の向上｣(約 7割),｢協調性の育
成｣(約 6割)の順である｡ しかし,｢障害の状況に応じた学習内容 (作業工程)の細分化｣
｢障害の状況に応じた教材 ･教具 (作業補助具等)の考案 ･活用｣もともに回答校の半数
を超えている｡このことは,全国の盲学校において,重複障害児の心理的な安定 ･成長と
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